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和文要約 



 

序 文 

 

 

 日本国政府は、イラク国政府の要請に基づき、バグダッド上水シ

ステム改善計画に係わる調査を実施することを決定し、独立行政法

人国際協力機構がこの調査を実施いたしました。 

 

 当機構は、平成 18 年 2 月から平成 18 年 9 月まで、日本工営株式

会社コンサルタント海外事業本部の藤波正人氏を団長とし、同日本

工営株式会社及び株式会社東京設計事務所から構成される調査団を

ヨルダン国アンマンに派遣いたしました。 

 

 調査団は、イラク国政府関係者とアンマンで協議を行うとともに、

イラク国や国際援助機関の関係者からの聞き取り調査や情報収集等

を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びと

なりました。 

 

 この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好・

親善の一層の発展に役立つことを願うものです。 

 

 終わりに、調査にご協力とご支援を戴いた関係各位に対し、心よ

り感謝申し上げます。 

 

 

 

平成 18 年 11 月 

 

 

 

 

 

独立行政法人国際協力機構 

理事 松本 有幸 
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独立行政法人国際協力機構 
理事 松本 有幸 殿 
 
今般、イラク国バグダッド上水システム改善計画調査を終了いたしましたの

で、ここにファイナルレポートを提出します。 
 
 この調査はイラク国バグダッド市の上水システムの改善計画を策定する目的

でバグダッド上水システム改善計画調査協同企業体（代表者：日本工営株式会

社、構成員：株式会社東京設計事務所）が平成 18 年 2 月から平成 18 年 11 月ま

で実施してまいりました。 
 
 今回の調査に関しましては、ヨルダン国アンマン市を拠点としてバグダッド

市の上水システムの現状を調べかつ輸送事情、調達事情、施工事情に関しても

調査を行い、バグダッド上水システムの改善に最も適した計画の策定につとめ

ました。 
 
つきましては、本調査結果がバグダッド市の上水システム改善に向けて活用

されることを切望いたします。 
 
 本調査期間中、貴機構を始め、外務省、国際協力銀行関係者には多大のご協

力とご指導を賜りましたこと、お礼申し上げます。またバグダッド市水道局の

関係各位にもお礼申し上げます。 
 
 
 
 

平成 18 年 11 月 
 
共同企業体代表者 
日本工営株式会社 
イラク国バグダッド上水システム 
改善計画調査 
調査団 
総括 藤波 正人 
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イラク国 
バグダッド上水システム改善計画調査 

 

調査期間: 2006 年 2 月– 2006 年 11 月 

受入機関: バグダッド市水道公社 

 

概 要 
1. 計画の背景  

イラク国はアラビア湾に注ぐチグリス・ユーフラテス川の流域に位置し、総面積 438 千

km2、総人口 28.8 百万人である。首都バグダッド市はアラビア湾からチグリス川上流

700km のイラク中央部の沖積平野に位置する。また、同市の水道用水はチグリス川から

取水している。 

バグダッド給水システムの浄水場と配水施設は新規設備投資が限定され、また既存施設

の維持管理も不十分なために古くなっている。 これは 1991 年の湾岸戦争後のイラクへの

国際的な経済制裁による影響が大きい。無収水量 (UFW) は約 50%と非常に高い数値が見

積もられている。 これは、生産された浄水の半分が漏水、不法な取水、維持管理の欠如

のため水道利用者に届かない事を示している。 その結果、現在の需要への不足分は約

125 万 m3/日と見積もられている。 

2. 目的 

調査の目的は以下の通りである: 

1) 優先地区の選定 

2) 優先地区における配水管システムの改善と水道メータ設置プロジェクトのフィー

ジビリティを国際協力銀行(JBIC)融資の妥当性も含めて確認する。 

 

3. 調査対象地域 

調査対象地域はバグダッド市のバグダッド市水道公社(BWA)の現給水範囲で、フィージ

ビリティ調査は優先地区に選定されたラサファ地域の給水区 R2、R3、および R14 で行わ

れた。 
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4. 計画の概要  

(1) 基本方針  
• 計画の対象マハラの居住者に安全で安定した給水を行う 
• 現在 50%という非常に高い UFW を 低減させる 
• 水道メータを据え付けることによって給水区 R2、R3、および R14 の BWA 顧客の

実際の水消費量を把握する。 

(2) 計画概要 

給水区 R3, R14, R2 のための提案された改善策は以下のとおりである。計画は 2007 年に開

始され 2011 年までに完工させる。配水支管の更新と水道メータの設置を優先事業として

実施することを提案する。 配水支管更新事業は R3、R14、および R2 の選定されたマハ

ラで合計 294km の更新から成る。水道メータ設置事業は BWA や他の外国援助による老

朽化した配水支管の更新したマハラも含めて R3、R14、および R2 のすべてのマハラで合

計約 149,200 個行う。 

提案スキームの事業内容の要約:  
スキーム 対象マハラ 配水支管 *  水道メータ設置 実施期間 No. 

WSZ 数 マハラ番号 口径 (mm) 延長(km) 工事区分 個  
150 25 
200 - 

水道メータと給

水管 の設置 
10,700 

250 9 
300 5 

水道メータ設置 54,400 

1 R3 3 555,557, 564 

小計 39 小計 65,100 

2008 - 2010 

150 90 
200 - 

水道メータと給

水管 の設置 
13,300 

250 17 
300 11 

水道メータ設置 35,800 

2 R14 8 511,514,516,
518,522 
( セ ク タ ー

59), 523,535, 
537 

小計 118 小計 49,100 

2009 - 2010 

150 73 
200 6 

水道メータと給

水管 の設置 
10,000 

250 34 
300 24 

水道メータ設置 25,000 

3 R2 7 321,331,333, 
337,346,351, 
353 

小計 137 小計 35,000 

2010 - 2011 

 合計 1
8

 合計 294 合計 149,200  

              注記：*ダクタイル鋳鉄管(DIP) 
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5. 事業費 

(単位: US$ 1,000) 
 項目 内貨 外貨. 合計 
1. 直接工事費  21,402 35,354 56,756

1-1 資機材調達  0 35,354 35,354
 1) ダクタイル鋳鉄管 (DIP) と異形管 0 18,588 18,588
 2) 制水弁 と 空気弁  0 3,694 3,694
 3) 消火栓 0 2,967 2,967
 4) 水道メータ と給水管 0 9,976 9,976
 5) DMA パイロット事業の機材費 0 129 129

1-2 土木工事 21,402 0 21,402
 1) 配水支管更新工事 15,983 0 15,983
 2) 給水管接続工事 5,404 0 5,404
 3) DMA パイロット事業の流量計用ピット工事 15 0 15
2. 諸経費 6,951 6,452 13,403
3. 租税および関税 8,783 0 8,783
4. コンサルタント費用（直接工費の 11%）  3,655 4,858 8,513
5. 価格変動予備費 12,163 2,365 14,528
6. 建設予備費 8,103 8,834 16,937

 合計 61,057 57,863 118,920

注記:  

1. 価格変動予備費は項目 1, 2 の小計の内貨の 9 % および外貨の 1.7%  

2. 建設予備費 は項目 1, 2, 5 の小計の 20%  

 

 

スキーム別事業費 
スキーム 事業費(百万 US$) 

スキーム 1: WSZ R3 22,069
スキーム 2: WSZ R14 44,025
スキーム 3: WSZ R2 52,826

合計 118,920

 

6. 事業評価 

(1) 環境影響評価 

環境影響評価は環境省によって承認された。最も懸念される環境項目は既設アスベスト

セメント管 (ACP)の処理についてであったが、既設アスベストセメント管は埋め殺しで処

理されることが確認された。 
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(2) 経済財務評価 

プロジェクトの経済的便益を適正に評価することは殆ど不可能である。何故ならば、治

安上の問題からバグダッド市内における生活状況調査が実施できず、調査団が必要な情

報が得られなかった。  

しかしながら、現在バグダッド市の多くの市民は乾期に発生する度重なる断水の影響を

受けている。そのため、多くの人々は安全な水を確保するためにマーケットなどで水を

購入している。実際に老朽配水管の破損により汚染された水が混入している。UNICEF は

最近５年間のイラクにおける死亡率の上昇の主原因の一つは汚染された水による下痢で

あると警告している。  

現行の水道料金レベルを基準に算出した財務的内部収益率（FIRR）は-9.5% となる。

FIRR がマイナスとなる主原因は水道料金水準が非常に低いためである。しかしながら、

国家開発戦略 (NDS)における生活の質の改良達成のために最優先事項として「安全な水と

衛生へのアクセス改良」を強く謳っている。このため本事業は、事業対象地域住民状況

改善のために必要な効果をもたらすと結論付けられる。従って本事業は十分実施するに

資すると判断できる。 

7. 提言 

(1) UFW の数値を最小にして、慢性的な水不足問題を減少させるために以下の事業を提

案された実施工程に従いすぐに実施することを提言する。 

a) 給水区 R3、R14、および R2 の 18 のマハラでの配水支管の更新 

配水支管の更新により古く破損している ACP と鋳鉄管 (CIP)からの漏水を減少させ、

既存の配水システムを改善して、安全な給水を確実にするプログラム。 

b) 水道メータを給水区 R3、R14、および R2 の全ての各戸給水箇所に設置する 

水道メータ設置の目的は、配水システムにおける給水の損失をモニタリングする

ために R3、R14、および R2 の水消費量を測定すること。 

(2) 実施スケジュールの提案 
• R3 サドル浄水場を 2006 年 までに完工させる,   
• R14 の新設配水池を 2008 年までに完工させる、 
• UFW のアクションプランを 2007 年までに作成する、 
• 老朽管の更新と新規水道メータの設置を 2008 年に開始する、 
• 老朽管の更新と関連給水管の工事を 2008 年に開始する。  
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(3) 資金援助機関から融資されることになる事業を監督し、監理するために事業監理チー

ムを設立することを提言する。利害関係者の調整が事業を円滑に実施する上で必要で

ある。以下の準備、計画が、この目標を達成するために必要である。 
• 異なる建設業者やサプライヤーによって実施される全ての契約と工事を監督監理

するために BWA に事業監理チーム(PMT)を設立すること。 
• 国際コンサルタントは、アンマンから事業を調整・監理すること。 
• 詳細設計と国際入札はアンマンで国際コンサルタントによって行われること。 
• ローカルコンサルタントはバグダッドで BWA と国際コンサルタントの補助作業

を行うこと。  
• 適切に水道メータ設置を行うために、他のマハラの実施進捗状況を確認すること。 

(4) 詳細設計段階では以下の事項を行うこと。  
• 地下構造物の位置はバグダッド市下水道局等の関連機関によって作成された詳細

図に基づいて確認すること。 
• 更新配水管ルートの選定は既存の配水管と地下構造物の詳細図に基づく詳細な現

地調査によって行うこと。 
• 既存の給水接続と全ての不法接続の目録調査を完了すること。 
• 給水区 R3 の本格的な DMA プログラムの実現可能性を確認するために DMA のパ

イロットスタディを行うこと。 

(5) UFW 削減のためのアクションプランは BWA の水道工事部が中心となって計画調査

部、コンピュータ部、業務経理部、設計部、および行政区の水道部の協力で実行され

るべきである。 

(6) バグダッド市では最近の水道基本計画が無いために、JICA 基本調査レポートと

USAID レポートを使用したので、将来の水道のための予備的な水理解析をバグダッ

ド市の基本計画が策定された後に行うことを提言する。 
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1章  序章 
 

1.1 計画の背景 

イラク国はアラビア湾に注ぐチグリス・ユーフラテス川の流域に位置し、総面積 438 千

km2、総人口 28.8 百万人である。首都バグダッド市はアラビア湾からチグリス川上流

700km のイラク中央部の沖積平野に位置する。また、同市の水道用水はチグリス川から

取水している。 

バグダッド給水システムの浄水場と配水施設は新規設備投資が限定され、また既存施設

の維持管理も不十分なために古くなっている。 これは 1991 年の湾岸戦争後のイラクへの

国際的な経済制裁による影響が大きい。UFW は約 50%と非常に高い数値が見積もられて

いる。 これは、生産された浄水の半分が漏水、不法な取水、維持管理の欠如のため水道

利用者に届かない事を示している。 その結果、現在の需要への不足分は約 125 万 m3/日と

見積もられている。 

イラク国政府は 2005 年「国家開発戦略」を策定し、この中で給水及び衛生普及率向上を

緊急の課題としている。一方 2003 年 10 月のマドリッド復興支援会議において、我が国は

緊急的支援として総額 15 億ドルの無償資金供与を表明した。さらに中期的な復興支援と

して基本的に円借款により最大 35 億ドルまでの支援を表明した。この結果支援総額は 50
億ドルまでになっている。 

上記を背景に、JICA は 2004 年に無償資金協力を対象とした「イラク復興支援予備調査」

を実施した。また 2004 年より「上水道計画」、「維持管理」及び「GIS」の分野で第三

国研修を実施し、無収水率改善に向けたソフト支援を行ってきた。 

この結果を踏まえ、イラク国政府は我が国に対し、当該地域において円借款による無収

水率低下を目的としたインフラの改修及びこの設計にかかる F/S を要請した。 

 

1.2 目的 

調査の目的は以下の通りである。 

1) 優先地区の選定 

2) 優先地区における配水管システムの改善と水道メータ設置プロジェクトのフィー

ジビリティを国際協力銀行(JBIC)融資の妥当性も含めて確認する。 

 

1.3 調査対象地域 

調査対象地域はバグダッド市のバグダッド市水道公社(BWA)の現給水範囲で、フィージ

ビリティ調査は優先地区に選定されたラサファ地域の給水区 R2、R3、および R14 で行わ

れた。  
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2章  一般的背景 
 

2.1 過去の国家開発計画  

イラクの最初の国家開発計画は、君主制の統治下における第一次 6 カ年計画(1951~1956)
であり、これに続いて合計 6 つの国家開発計画が Bakr 政権の第四次 5 カ年間計画

(1976~1980)まで計画された。多くの計画は政権の交代のため中断された。例外的に完全

に実行されたのは Bakr 政権の第三次５カ年計画である（予算額 65 億 US ドル）。 しかし

ながら、1980 年以降、サダム政権(1981~2003)はイランイラク戦争(1980~1988)と湾岸戦争

(1991)のため、いかなる長期の国家開発計画も実行しなかった。 

2.2 国家開発計画 

イラクにおける国家開発戦略(NDS)2005-2007 は民主的に選出された政府の優先的な開発

計画であり、NDS2005-2007 は国家開発のための暫定政府(IIG)の最初の戦略である。この

プロセスはイラクの移行政府(ITG)へ継続され、改訂された NDS2005-2007 は高等経済委

員会と内閣によって承認された。また、改訂された NDS(2005 年 7 月)は再建と開発戦略

実行のために四つの主要な項目が設定された: 

1) 経済成長の基礎の強化。 

2) 民間部門の再生。 

3) 生活の質の改良。 

4) 健全な統治と治安の強化。 

第三項「生活の質の改良」は NDS の中核である。第三項は生活の質を改良するための 6
つの要素から成る。生活の質の改良の最優先項目は「安全な水と衛生へのアクセス改

良」である。上記から、このプロジェクトの目的はバグダッド市の給水設備の改良によ

り都市地域の生活の質を改良することである。 

2.3 外国による援助活動  

バグダッド市の上水道セクターのための援助は国際ドナーと米軍の司令官緊急対応プロ

グラム(CERP)によって行われている。 

国際ドナーコミュニテイは、国際マドリードドナー会議でイラクの再建援助に同意した。

誓約された総金額は 2004 年から 2007 年までに約 330 億 US ドルである。米国はイラク救

援再建基金(IRRF)に約 184 億 US ドルを誓約した。世界銀行は今後の 5 年間で約 30 億 US
ドルから 50 億 US ドルの借款を誓約した。日本の政府は無償資金協力事業のための約 15
億 US ドルと借款案件のための 35 億 US ドルを誓約した。 
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バグダッド市の上水道セクターのための主な国際ドナーは世界銀行、米国国際開発庁

(USAID)、国連児童基金(ユニセフ)、および日本である。世界銀行の事業は交付金諸条件

の合計で総額 6500 万 US ドルの無償資金協力バグダッド上下水道事業である。USAID の

事業はイラク施設復興プログラムフェーズ II 飲料水分野である。米国工兵隊(USACE)の
湾岸地域師団(GRD)もまた、サドルシティのいくつかの USAID によって設計されたセク

ターで配水管更新工事を行う。GRD は CERP の資金により 2006 年 8 月の終わりに 5 セク

ターを完成し 38 セクターで契約手続き中である。 
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3章  調査地域の一般概要 
 

3.1 自然条件 

チグリス川の延長は約 1,800km あり、バグダッドはチグリス川のアラビア湾から約

700km 上流の標高約 34m の沖積平野に位置する。チグリス川はバグダッドの飲料水の供

給源である。チグリス川の水位はトルコの山岳地帯の融雪により 4 月頃増加する。 

チグリス川の水質は農業排水、工業排水、および生活排水の塩害のため悪化した。 した

がって、バグダッド給水システムの取水地点は、バグダッド市のできるだけ上流になる

ように計画されている。 

バグダッドの年平均降雨量は 135.7mm(50 年間の平均)である。 年 2 回の季節があり 11 月

から 4 月までは雨期、10 月から 5 月までは乾期である。 サドルシティ(給水区 R3 と R14)
はチグリス川の左岸に位置し、地下水位が 0.3~1.0m のシルト質粘土から構成されている。 

3.2 社会経済状況 

イラク国における 2005 年度の総人口は、世界銀行推計によると 28.8 百万人であり、バグ

ダッド市の人口はそのうちの 23％程度と想定される。2004 年、2005 年度の一人当たり国

内総生産 (GDP) は、強力な石油関連産業に支えられた結果、それぞれ 947 US ドル、1,237 
US ドルを記録し、イラク経済は戦争時の最低状態から脱した感がある。 

しかしながら、イラクは現在二つの深刻な社会経済問題を抱えている。一方は、高失業

状況下での若年人口増が今後も続いていくことで、もう一方は、深刻な都市化問題を抱

えていることである。したがって、都市部における社会経済インフラの整備と、雇用創

出の観点から、強い産業振興政策の下で現在のモノカルチャー型経済から多角化経済へ

と変化する環境を整えることが必要である。係る状況を鑑みても、本件のバグダッド上

水システム改善事業は、イラクの持続可能な経済成長にとっては不可欠な事業内容であ

る。 
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4章  給水システムの現況 
 

4.1 水利用の現状 

バグダッド市水道公社（BWA）は、上水道網と灌漑・雑用水道網から成るふたつのシス

テムでバグダッド市に給水している。現在の BWA 給水域は図 4.1.1 に示すとおり市全域

と市周辺郊外区であるアブ・ガリブ、タジ、アマリから構成され、その給水面積は

917.5km2である。 

(1) 給水域と給水人口 

バグダッド市はチグリス川によって西部のカルク地域と東部のラサファ地域のふたつに

大別される。バグダッド市の面積が約 734km2 である一方 BWA の給水面積は市周辺郊外

区面積 183.5km2も含むため約 917.5km2となる。2005 年現在の BWA の給水人口は 5.6 百

万人で給水率は 100%である。下表に示すとおり全給水人口の約 55%がラサファ地域に、

残り 45%がカルク地域に分布する。 

表 4.1.1 給水区域と給水人口 
 給水域面積 給水人口（分布割合） 給水人口密度 
ラサファ地域 286.2km2 3,105,000 人 (55%) 10,900 人/km2 
カルク地域 631.3km2 2,490,000 人 (45%) 3,900 人/ km2 

計 917.5km2 5,595,000 人 (100%) 6,100 人/ km2 

(出典: BWA) 

図 4.1.1 に示すとおりシステム全域での水圧管理や送配水量管理などの送配水管網改善を

念頭に置いて、BWA 給水域は 25 の給水区（WSZs）に分割されている。各々の WSZ は

増圧ポンプ場を有する配水池が設けられる計画と成っている。WSZs の給水面積と給水人

口は表 4.1.2 に算定されている。 
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表 4.1.2  2005 年給水区（WSZ）面積と人口 
基本年: 2005* 

給水区 (WSZ) 行政区 
(Municipality) 

給水区 
面積 
(km2) 
(A) 

給水区 
開発面積 

(km2) 
(B) 

人口 
(C) 

人口密度 (人/ km2) 
(C)/(A) 

開発域での人口

密度(人/ km2) 
(C)/(B) 

ラサファ地域       

R1 Adhamiyah 27.39 20.46 276,380 10,091 13,508 

R2 Shaab 30.74 22.03 363,437 11,823 16,497 

R3 Sadr 1 & 2/Shaab 18.48 16.54 657,803 35,595 39,770 

R4 9 Nisan 16.98 10.45 112,206 6,608 10,737 

R5 Rasafa 20.49 19.15 223,255 10,896 11,658 

R6 Karadah 31.87 30.29 327,158 10,265 10,801 

R7/R13 9 Nisan 34.55 24.65 321,266 9,299 13,033 

R8 Karadah 30.09 17.13 136,750 4,545 7,983 

R9 Karadah 11.96 9.72 54,764 4,579 5,634 

R10 (Ammari) 9 Nisan/Suburban 14.43 11.87 41,823 2,898 3,523 

R11 9 Nisan 8.06 4.77 86,335 10,712 18,100 

R12 Karadah 17.09 16.79 885 52 53 

R14 Sadr 1 & 2 16.40 15.49 503,083 30,676 32,478 

R45 Karadah/9 Nisan 7.65 3.90 175 23 45 

小計  286.18 223.24 3,105,320 10,851 13,910 

カルク地域       

K1 Karkh/Shola/Kadhe
miyah/Mansour 13.83 11.02 148,287 10,722 13,456 

K2 Karkh/Mansour 21.64 18.78 138,467 6,399 7,373 

K3 Karkh 14.64 13.44 137,548 9,395 10,234 

K4 Kadhemiyah 14.17 3.81 37,644 2,657 9,880 

K5 Kadhemiyah 8.92 7.19 89,064 9,985 12,387 

K6 Shola/Mansour 106.46 81.49 735,845 6,912 9,030 

K7 Rashid 127.21 59.41 624,716 4,911 10,515 
K8: Taji 
Center Suburban 134.7 75.79 133,838 994 1,766 

K9: Abu 
Ghraib Mansour/Suburban 56.67 36.65 139,374 2,459 3,803 

K10 Doura 85.33 39.66 305,144 3,576 7,694 

K11: Airport Mansour 47.72 47.72 0 0 0 

小計  631.29 394.96 2,489,928 3,944 6,304 

総計  917.47 618.20 5,595,247 6,099 9,051 
(注*)  人口と人口密度は下記報告書のデータを基に算出されている 
出典 1: Draft Technical Report Volume 1 Hydraulic Model Potable Water Distribution System Baghdad Water Authority  
              Iraq Infrastructure Reconstruction Program Phase II Potable Water Sector, USAID, Jannuary 2006 
出典 2:  Integrated Study on Improvement of The Baghdad Water Supply System (Basic Study Report) ,JICA, March 2005 
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(2) 現在の給水量と水消費量 

最初に、浄水場や配水池のほとんどの流量計が機能していないこと、また、555,600 の顧

客数の 52%しか水道メータが設置されていない現状から BWA 給水域内の浄水生産量と消

費水量は計測されたものでなく推算されたものであることは給水現況を把握する点で留

意されるべきである。日給水量と日消費水量は表 4.1.3 に算出されている。 

表 4.1.3 給水量と消費水量の現況 
項目 2000 年*1 2004 年*2 2005 年*2

日平均給水量 (百万 m3/日) 1.775 1.980 2.490 
請求された日平均給水量 (百万 m3/日) 0.860 - - 
給水人口 4,769,072 5,479,862 5,595,247
一人一日平均給水量 (lpcd) 372 354 445 
不明水 (%) 52 47 46 
一人一日平均消費水量(lpcd) 180 190 240 
顧客（世帯）数 (2005 年 BWA Billing Data) - - 483,478 
UFW を含む一世帯当たりの 一日平均消費水量(m3/世帯/日) - - 5.150 

(出典: *1UNICEF レポート:2003, *2BWA) 

USAID 報告書によれば一世帯当たりの平均世帯構成員数は 12.6 人である。表 4.1.3 に示す

とおり BWA の水道料金請求記録から世帯数の合計は 483,478 である。これは BWA の生

活用水顧客数と世帯数が同じと想定して算出されている。2005 年の一人一日平均消費水

量は 240 lpcd、UFW 量を含む一世帯当たり一日平均消費水量は 5.2 m3/日となる。UFW 率

を考慮した正味の一世帯当たり一日平均消費水量は 2.8 m3/日と推算される。BWA によれ

ば一日の平均水消費パターンは 7 時から 14 時、18 時から 21 時の二回の消費ピークが発

生する。BWA は現在水需要に相当する浄水を生産しているが、水需要の季節変動、給水

制限、50%以上の UFW を考慮すると BWA の顧客は BWA の給水現況に満足していない

ものと判断される。 

(3) 生活用水と非生活用水 

BWA 給水域での消費者分類は表 4.1.4 にまとめられている。総顧客数の約 90%が一般家

庭の生活用水使用者で残り 10%が非家庭用水使用者である。 

表 4.1.4 水消費分類 

消費者分類 給水戸数 (顧
客数) 率 (%) 水道メータ

設置数 
水道メータ
未設置数 

生活用水 483,478 87 233,563 249,915
非生活用水 
- 事業所用水 
- 公共, 工業、商業用水 

72,122
6,500

65,622

13 52,936 19,186

計 555,600 100 286,499 269,101

(出典:  BWA コンピュータ部, 2005 年 12 月現在) 

一般家庭では季節にかかわらず貯水タンクを毎日利用している。各戸貯水タンクの容量

は 1 m3から 2 m3である。 
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既存給配水システムでの低水圧によりしばしば断水や水不足が生じるので BWA は 10 m3

容量の給水車で住民や病院に配水サービスを毎日行っている。BWA 給水区内での給水車

の平均日給水量は 1,864 m3/日で、そのうち 63%に当たる 1,174 m3/日がラサファ地域にそ

して 37%の 690 m3/日がカルク地域でサービスが行われている。浄水場の日生産量の約

0.1%が給水車によって配水されている。シャーブとサドル 1・2 行政区は給水車による総

配水量の 50%以上のサービスを受けている。 

4.2 既存給水システムと給水施設 

バグダッド給水システムは 8 浄水場、増圧ポンプ場を有する 8 配水池、口径 100mm から

2,300mmの範囲にある延長 8,000 km 以上の送配水パイプラインそして 34 ヶ所のコンパク

トユニット（CUs）サイトから構成されている。34 ヶ所の CUs サイトの内 16 ヶ所の CUs
サイトが給水網に直結している。バグダッド給水システムを構成する浄水場や配水管な

ど給水施設の多くは施設更新予算に限界があるため老朽化している。これらの施設は適

切な維持管理が受けられない状況である。 

(1) 水源 

チグリス川がバグダッドの唯一の水源である。原水は取水ポンプで取水し浄水場

（WTPs）そして給水区（WSZs）へ送配水される。チグリス川沿いに上水用の 8 浄水場

と灌漑・雑用水用の 8 原水ポンプ場が位置している。2005 年の日平均生産量は上水用で

2.5 百万 m3/日、灌漑・雑用水用で 0.1 百万 m3/日である。 

チグリス川は現在 400 m3/秒の豊富な平均流量を維持する大河川であるが、河川流量は近

年激減する傾向にある。チグリス川の主な支流上に洪水対策や灌漑用水を目的する多数

のダムが建設されておりイラク南部での河川流量が減少している。チグリス川の水質は

上水道用水として徐々に悪化している。バグダッドには総容量 489,000 m3/日となる 3 下

水処理場、260 以上の下水ポンプ場、総延長 17,000 km の下水管網がある。しかしながら、

既存下水道システムは適切に機能しておらず、約 50,000 m3/日の下水が未処理のままチグ

リス川へ放流されている。バグダッド都市人口の増加に伴い未処理下水の排水と増加す

る農業排水がチグリス川の季節変動する有機汚染と塩分濃度に大きく影響している。 

(2) 灌漑・雑用水給水システム 

下記の需要を満たすために市の広範囲に亘って灌漑・雑用水給水システムが整備されて

いる。 
• 住宅地、商業地や公共施設への雑用水 
• 市周辺の農場への灌漑用水 
• 公園や緑地への園芸用水 
• CUs への原水供給 

灌漑・雑用水給水システムのためにチグリス川から 8 箇所の原水ポンプ場（RPSs）が取

水している。灌漑・雑用原水配水管網は口径 400mm から 1,600mm のパイプラインからな

り、その延長距離は約 4,500 km である。長期間の維持管理不履行とスペアーパーツ不足
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による機材不良が 8 ポンプ場の取水量の大幅な減少となっている。Al Zafaraniya に位置す

る RPSs No.4 は河川の汚染がひどいため廃止される予定である。灌漑用水供給を目的とす

る Army Canal もまた河川汚染のため現在は排水路として利用されている。 

(3) 飲料水用給水システム 

1) 浄水場(WTPs)とコンパクトユニット(CUs)サイト 

飲料水は既存の 8 ヶ所の WTPs とパッケージ浄水場である 34 ヶ所の CUs で生産されてい

る（図 4.2.1 及び図 4.2.2 参照のこと）。CUs は灌漑・雑用水給水システムから原水の供給

を受けている。多くの CUs は独自の配水管網によって一定地域のみに給水している。

2005 年実績で WTPs と CUs のチグリス川からの総取水量は約 9 億 m3である。総取水量の

94%が WTPs の生産量となる。不明水は水生産量の 50%と言われている。WTPs と CUs の
水生産量は 2.5 百万 m3/日と概算されており、これは日平均必要水量と推算される 2.6 百

万 m3/日にほぼ見合う値である。 
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WTPs の設計容量は総計 2.8 百万 m3/日であるが、実生産容量は 2.3 百万 m3/日と見積もら

れている。カルク浄水場(Karkh WTP)とシャーク・ディジラ浄水場(Shark Dijla WTP)を除

く他の浄水場は配水管網に直結して給水している。市の北 30 km に位置するカルク浄水

場は 1.2 百万 m3/日を生産する最大規模の浄水場である。この生産量は市全域の水総生産

量の 50%に匹敵する。カルク浄水場はカルク地域とラサファ地域の両方に処理水を送水

している。カルク地域では主にカルク・ノース配水池とタジ配水池へ送水し、ラサファ

地域ではシャーク・ディジラ浄水場内に配置されている調整池（2B Blending 配水池）へ

送水している。 

シャーク・ディジラ浄水場はラサファ地域へ送水しており、生産量は市全域の水総生産

量の約 11%である。シャーク・ディジラ浄水場は WSZ R1 のチグリス川沿いに位置し、

カルク浄水場から 2 本の送水管を通して 315 千 m3/日の給水を受けている。シャーク・デ

ィジラ浄水場の第一期拡張工事は USAID の援助で実施された。9 万 m3/日の計画容量を持

つサドル浄水場も USAID の援助で建設中である。ラサファ浄水場は四期建設計画で

BWA が実施する予定であるが、BWA 実施体制の不備や事業予算の裏付けがなく未だ実

施にいたっていない。シャーク・ディジラ浄水場を除く既存浄水場では自動消毒施設が

まったく機能しておらず、現在薬品注入と監理を手動で行っている。ほとんどの流量計

は適切な維持管理がなされていないため故障である。水道事業体としての BWA の体制を

整備するためにも流量計の修理・更新が必要である。 

バグダッド給水緊急対策として設置されている既存の 34 ヶ所の CUs サイトの内、配水管

網に直結する 16 ヶ所の CUs サイトはラサファ浄水場建設やシャーク・ディジラ浄水場の

第二期拡張などバグダッド給水システムが整備された後、BWA によって廃棄される計画

である。残りの配水管網に連結されていない 18 ヶ所の CUs は給水システムが整備後も引

き続き使用される。廃棄される CUs は地方給水に転用する計画である。 

2) 送配水管網 

既存配水池の総貯水量は約 564 千 m3 で、全浄水場の設計日生産量の 4.8 時間分に相当す

る。計画されている浄水場を含む将来日生産量に対しては 2.4 時間貯水量と推算される。

約 86%の貯水量がカルク地域の給水システムに配分されている。システム全体を通して

配水池の数及び貯水量が不十分であると判定される。特に、ラサファ地域での給水シス

テムは重大な水不足の原因となっている。総ての配水池に設置されている流量計は浄水

場の流量計同様に全く機能していない状況である。 

既存送配水管網は図 4.2.3 に示されている。11 の給水区からなるカルク地域はカルク浄水

場から各配水池への給水システムによって総合的に給水されている。14 給水区で構成さ

れるラサファ地域は主にシャーク・ディジラ浄水場と 4 配水池によって給水されている。

送水管総延長は 280 km で管口径は 500 mmから 2300mm までである。BWA の将来送水管

網は各給水区の外環を形成する送水管幹線の構築する計画である。各給水区の内側には

各給水区の配水池と連結するために送水管内環が布設される予定である。 
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既存配水管の配水能力はカルク地域の方がラサファ地域より全般的に良好である。配水

管網は下記の三階層から構成されている。 

階層 管口径 (mm) 
1) 配水本管 500mm - 1200mm 
2) 配水支管 (二次配水管) 300mm - 500mm 
3) 配水支管(三次配水管) 100mm - 250mm 

 

総延長 7,746 km の配水管網はダクタイル鋳鉄管（DIP）、鋼管（STP）、鋳鉄管（CIP）、

塩化ビニール管（PVC）、アスベストセメント管（ACP）からなる。DIP は主に口径

250mm 以上の二次配水管と配水本管として使用される。STP は河川横断部の鞘管に用い

られている。口径 300mm以下の三次配水管は CIP、PVC と ACP から構成されている。表

4.2.1 は使用年次による配水管老朽度の評価を示している。 

表 4.2.1 配水管の老朽度 
口径 (mm) ACP DIP CIP PVC STP 延長(km) 口径別割合 
1600-1000  250 250 3.2%

900-500  375 165 540 7.0%
450-250  275 125 400 5.2%
225-200 500 200 100 47 847 10.9%
160-110 1,000 400 200 489 2,089 27.0%
100-90 2,200 900 500 20 3,620 46.7%

管総延長 (km) 3,700 2,400 800 556 290 7,746 100.0%
管種別構成率 (%) 47.8% 31.0% 10.3% 7.2% 3.7% 100.0% 
老朽大 (>35 年)  86 11 96 延長(km) 
老朽  (>20 年) 1,835 1,835 延長(km) 
中庸  (>10 年)  684 42 726 延長(km) 

10 年以上使用の管
延長 (km) 

1,835 684 86 42 11 2,657 

管種別老朽管使用
率 (%) 

49.6% 28.5% 10.7% 7.5% 3.7% 34.3%  

(出典: BWA, 2005 年)  

上記管総延長 7,746 km には給水区 K4、K8、K11 の配水管は含まれていない。BWA 給水

域の既存配水管の総延長は 10,000 km 以上と推定される。 

現在 ACP 、CIP と PVC の多くは口径 225mm 以下の配水支管に使用されている。ACP 、
CIP と PVC のそれぞれの管延長は総配水管延長の約 48%、10%、7%に相当する。CIP 総

延長の 11%（86 km）は 35 年以上使用されている。ACP 総延長の約 50%は 20 年以上経過

している。このような老朽化した配水管の使用は漏水率を増加させる。BWA は USAID、

GRD-PCO、UNICEF や世銀など国際機関の援助を得てバグダッド全域において管更新事

業を進めている。管更新事業は ACP 、CIP、DIP と PVC から構成される口径 300mm以下

の配水支管の改善を目的としている。 

(4) 給水顧客と水道メータ 

BWA の請求記録から現在の給水顧客は表 4.2.2 のとおり分類される。 
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表 4.2.2 給水顧客分類 

水道メータ設置顧客戸数 水道メータ未
設置顧客戸数 計 

顧客分類 
メータ機
能戸数 % メータ不

能戸数 % 小計 % 小計 %  

生活用水 104,683 22 128,880 27 233,563 48 249,915 52 483,478 
非生活用水 23,299 32 29,637 41 52,936 73 19,186 27 72,122 

計 127,982 23 158,517 29 286,499 52 269,101 48 555,600 
(出典:  BWA コンピュータ部, 2005 年 12 月現在) 

全顧客戸数 555,600 の 52%は水道メータが設置されているが、実際には 23%の顧客の水道

メータのみが適切に記録されている。残り 77%の顧客は水道メータが故障（29%）してい

るか水道メータが未設置（48%）のままである。BWA は顧客の水消費量を把握できない

現況であるので、水道メータの設置は急務である。 

配水支管から各戸給水施設へ接続する給水管はポリエチレン管（PEP）が使用されている。

各戸敷地内の水道管は亜鉛メッキ鋼管が使われる。配水支管と給水管の接続には穿孔機

で配水管に直接ネジ切りをする方法を採用している。 

4.3 UFW 

UFW 削減は BWA の最も重大な課題である。何故ならば湾岸戦争とイラクに対する国際

制裁により BWA の水道施設の部品の輸入を鈍らせた。このため BWA の給水施設の品質

は少なくとも過去 15 年の間に悪化した。UFW 調査は現在の状況を評価するために過去の

調査報告書と BWA の漏水担当者との協議によりアンマンで行った。これはバグダッドの

安全と治安上の理由のためである。従って、本報告書はバグダッドでの実地調査なしで

作成された。 

BWA 給水システムの浄水は数箇所の浄水場から配水網へ供給されている。しかしながら、

配水管網の流量計がシャーク・ディジラ浄水場第一期拡張以外は機能していないため正

しい供給量は計測することができない。 

4.2 節(4)給水顧客と水道メータで述べたように、実際の契約者の 77 %の消費水量は不明

である。 

漏水はバグダッド給水施設の古いシステムでは一般的である。BWA と行政区は顧客か一

般住民によって報告された目に見える漏水に基づく漏水箇所のパイプ修理作業を行って

いる。しかし、目に見えない漏水は BWA と行政区に漏水検出システムがないため修理で

きない。バグダッドの水道システムは流量測定システムがないので正確な漏水は確認で

きない。 

一般に、UFW の計算において、総生産水量から請求水量と非請求水量を差し引いた残り

が UFW である。しかしながら、現在の BWA システムにおけるロスを正確に評価するの

は困難である。このため、2000 年にユニセフレポートで使用している予測値を使用する。 
しかしながら、2000 年以後の統計値は存在しない。したがって、現在の UFW はユニセフ

レポートから 40～50%と想定する。 
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